
(57)【要約】

【課題】測定対象物内に挿入されて、超音波を送受して

超音波画像を得る超音波探触子において、側方、前方に

対し切れ目のない広範囲な断層画像を得る。

【解決手段】超音波探触子１０の測定対象物内に挿入さ

れる挿入部１２に振動子アレイ１４を配置する。振動子

アレイ１４は、挿入方向に対して側方に向いて直線状に

配置された側方部分１４ａと、側方部分１４ａから連続

して挿入方向に対して前方へと回り込むように配置され

た前方部分１４ｂとからなる。側方部分１４ａにより側

方断面１８の断層画像を得ることができ、前方部分１４

ｂにより前方断面２０の断層画像を得ることができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 画 像 を 得 る た め に 測 定 対 象 物 に 超 音 波 を 送 受 す る 超 音 波 振 動 子 を 備 え た 超 音 波 探 触
子 で あ っ て 、
測 定 対 象 物 内 に 挿 入 さ れ る 棒 形 状 の 挿 入 部 と 、
前 記 挿 入 部 の 表 面 に 、 前 記 超 音 波 振 動 子 を 配 列 し て 形 成 さ れ た 振 動 子 ア レ イ と 、
を 含 み 、
前 記 振 動 子 ア レ イ は 、 前 記 挿 入 部 の 側 面 に あ っ て 軸 に 平 行 に 配 列 さ れ る 側 方 部 分 と 、 前 記
側 方 部 分 か ら 連 な っ て 延 び 挿 入 方 向 前 方 へ 回 り 込 む よ う に 配 列 さ れ る 前 方 部 分 と 、 を 有 し
、
前 記 側 方 部 分 と 前 記 前 方 部 分 に よ り 形 成 さ れ る 平 面 は 、 前 記 挿 入 部 の 棒 形 状 の 軸 を 含 む 平
面 と な っ て い る 、
超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、 前 記 振 動 子 ア レ イ の 前 方 部 分 は 、 側 方 よ り 約 ９
０ 度 回 り 込 む よ う に 配 列 さ れ る 、 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、 前 記 振 動 子 ア レ イ の 前 方 部 分 は 、 円 弧
状 に 配 列 さ れ て い る 、 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、 前 記 挿 入 部 は シ ー ス 内 に
納 め ら れ 、 前 記 シ ー ス 内 で 挿 入 部 を 前 記 軸 周 り に 回 転 さ せ る 回 転 駆 動 機 構 を 含 む 、 超 音 波
探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
測 定 対 象 物 に 超 音 波 を 送 受 し て 超 音 波 画 像 を 形 成 す る 超 音 波 画 像 形 成 装 置 で あ っ て 、
測 定 対 象 物 内 に 挿 入 さ れ る 棒 形 状 の 挿 入 部 を 有 し 、 前 記 挿 入 部 の 表 面 に 、 超 音 波 の 送 受 を
行 う 超 音 波 振 動 子 を 配 列 し た 振 動 子 ア レ イ を 備 え る 超 音 波 探 触 子 と 、
受 信 さ れ た 超 音 波 に 基 づ き 超 音 波 画 像 を 得 る 画 像 処 理 部 と 、
を 含 み 、
前 記 振 動 子 ア レ イ は 、 前 記 挿 入 部 の 側 面 に あ っ て 軸 に 平 行 に 配 列 さ れ る 側 方 部 分 と 、 前 記
側 方 部 分 か ら 連 な っ て 延 び 前 記 挿 入 部 の 挿 入 方 向 前 方 へ 、 約 ９ ０ 度 回 り 込 む よ う に 配 列 さ
れ る 前 方 部 分 と 、 を 有 し 、 当 該 側 方 部 分 と 前 記 前 方 部 分 が 形 成 す る 平 面 は 、 前 記 挿 入 部 の
棒 形 状 の 軸 を 含 む 平 面 と な っ て お り 、
さ ら に 、 前 記 挿 入 部 を 、 そ の 棒 形 状 の 軸 周 り に 回 転 さ せ る 回 転 駆 動 機 構 を 、
含 み 、
前 記 画 像 処 理 部 は 、 前 記 挿 入 部 側 方 の 円 筒 型 の 視 野 範 囲 と 前 記 挿 入 部 前 方 の 半 球 型 の 視 野
範 囲 と が 連 続 し た 視 野 範 囲 の ３ 次 元 画 像 形 成 を 行 う 、
超 音 波 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
超 音 波 画 像 を 得 る た め に 測 定 対 象 物 に 超 音 波 を 送 受 す る 超 音 波 振 動 子 を 備 え た 超 音 波 探 触
子 で あ っ て 、
前 記 超 音 波 振 動 子 が 直 線 状 に 配 列 さ れ た 第 １ 振 動 子 ア レ イ と 、
第 １ 振 動 子 ア レ イ に 連 な り 、 円 弧 状 に 配 列 さ れ た 第 ２ 振 動 子 ア レ イ と 、
を 有 し 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ 振 動 子 ア レ イ は 同 一 平 面 上 に 存 在 す る 、 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 測 定 対 象 物 に 超 音 波 を 送 受 し て 超 音 波 画 像 を 得 る 超 音 波 画 像 形 成 装 置 に 関 し 、
特 に 測 定 対 象 物 に 接 触 さ れ た り 、 挿 入 さ れ た り し て 超 音 波 の 送 受 を 行 う 、 超 音 波 探 触 子 に
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関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
測 定 対 象 物 に 超 音 波 を 送 受 し て 超 音 波 画 像 を 形 成 す る 超 音 波 画 像 形 成 装 置 が 知 ら れ て い る
。 例 え ば 、 特 定 対 象 物 を 生 体 、 特 に 人 体 と し 、 人 体 内 部 の 超 音 波 画 像 に よ り 疾 病 の 診 断 を
行 う 超 音 波 診 断 装 置 が 実 用 に 供 さ れ て い る 。 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 人 体 に 直 接 触 れ 、
超 音 波 の 送 受 を 行 う 超 音 波 振 動 子 が 備 え ら れ た 超 音 波 探 触 子 は 、 診 断 対 象 と な る 部 位 、 ま
た 断 層 画 像 か 、 立 体 画 像 か 、 な ど の 得 た い と す る 画 像 の 種 類 な ど に よ っ て 、 様 々 な 形 状 の
も の が 使 用 さ れ る 。 ま た 、 超 音 波 振 動 子 の 配 列 に つ い て も 、 直 線 状 、 円 弧 状 な ど 目 的 に 応
じ て 様 々 な も の が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば 、 特 開 昭 ５ ７ － １ ２ ８ １ ２ ６ 号 公 報 に は 、 筒 状 ま た は 棒 状 の 探 触 子 の 側 面 に 、 そ の
軸 方 向 に 直 線 状 に 振 動 子 を 配 列 し た 振 動 子 ア レ イ を 有 す る 超 音 波 探 触 子 が 示 さ れ て い る 。
ま た 、 こ の 振 動 子 ア レ イ は 前 記 の 軸 を 中 心 に 回 動 可 能 で あ り 、 超 音 波 の 送 受 面 を 変 更 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ５ ７ － １ ２ ８ １ ２ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 述 の 公 報 の 超 音 波 探 触 子 は 、 振 動 子 ア レ イ は 側 方 を 向 い て お り 、 側 方 の 断 層 画 像 を 得 る
こ と が で き る 。 し か し 、 前 方 に 向 い た 振 動 子 ア レ イ が な く 、 前 方 の 断 層 画 像 を 得 る こ と が
で き な か っ た 。 前 方 の 断 層 画 像 を 得 る た め に は 、 前 方 に 向 い た 振 動 子 ア レ イ が 備 え ら れ た
探 触 子 を 別 途 用 意 す る 必 要 が あ り 、 コ ス ト が か か り 、 ま た 交 換 の 手 間 も か か る と い う 問 題
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 複 数 の 振 動 子 ア レ イ を 備 え 、 向 き の 異 な る 断 面 の 断 層 画 像 を 得 る こ と が で き る 超 音
波 探 触 子 が 提 案 さ れ て い る が 、 個 々 の 振 動 子 ア レ イ で 得 ら れ る 断 層 画 像 が 連 続 し て お ら ず
、 不 連 続 の 画 像 し か 得 ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 前 述 の 問 題 点 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 棒 状 の 探 触 子 の 側 方 か ら 前 方 に
回 り 込 む 、 連 続 し た 断 面 の 断 層 画 像 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 測 定 対 象 物 内 に 挿 入 さ れ る 棒 形 状 の 挿 入 部 と 、 こ の 挿 入 部 の 表
面 に 超 音 波 振 動 子 を 配 列 し て 形 成 さ れ た 振 動 子 ア レ イ を 有 し て い る 。 そ し て 、 こ の 振 動 子
ア レ イ は 、 挿 入 部 の 側 面 に あ っ て 軸 に 平 行 に 配 列 さ れ る 側 方 部 分 と 、 前 記 側 方 部 分 か ら 連
な っ て 延 び 挿 入 方 向 の 前 方 へ 回 り 込 む よ う に 配 列 さ れ る 前 方 部 分 と 、 を 有 し 、 前 記 側 方 部
分 と 前 記 前 方 部 分 に よ り 形 成 さ れ る 平 面 が 、 前 記 挿 入 部 の 棒 形 状 の 軸 を 含 む 平 面 と な っ て
い る 。 振 動 子 ア レ イ が 側 方 部 分 と 前 方 部 分 を 有 し て い る の で 、 広 い 範 囲 の 断 層 画 像 を 得 る
こ と が で き る 。 ま た 、 側 方 部 分 と 前 方 部 分 が 連 続 し て い る の で 、 連 続 し た 断 層 画 像 を 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 方 部 分 を 側 方 よ り 、 約 ９ ０ 度 回 り 込 む よ う に 配 置 す れ ば 、 探 触 子 を 挿 入 部 の 軸 周 り に 回
転 さ せ る こ と に よ っ て 、 挿 入 部 の 周 囲 の ど の 方 向 の 断 層 画 像 で あ っ て も 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 挿 入 部 を シ ー ス 内 に 納 め 、 ま た 挿 入 部 を そ の 軸 周 り に 回 転 さ せ る 駆 動 機 構 を 設 け れ
ば 、 複 数 の 回 転 角 度 位 置 に お い て 断 層 画 像 情 報 を 得 る こ と が で き 、 こ れ に 基 づ き 挿 入 部 周
囲 の 立 体 画 像 を 得 る こ と も で き る 。 振 動 子 ア レ イ の 前 方 部 分 を 約 ９ ０ 度 回 り 込 む よ う に 配
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置 し た 場 合 に は 、 半 球 形 状 と 円 筒 形 状 を つ な げ た 形 状 の 視 野 範 囲 の 立 体 画 像 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 他 の 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 振 動 子 が 直 線 状 に 配 列 さ れ た 第 １ 振 動 子 ア レ イ と 、
超 音 波 振 動 子 が 円 弧 状 に 配 列 さ れ た 第 ２ 振 動 子 ア レ イ を 含 み 、 こ れ ら の 振 動 子 ア レ イ が 連
続 し て 、 ま た 同 一 平 面 上 に 位 置 し て い る 。 二 つ の 振 動 子 ア レ イ に よ り 連 続 し た 断 層 画 像 を
得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 （ 以 下 実 施 形 態 と い う ） を 、 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 図 １ は 、
本 実 施 形 態 の 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 概 略 構 成 が 示 さ れ て い る 。 超 音 波 探 触 子 １ ０ は 、 体 腔 内
、 特 に 直 腸 内 に 挿 入 さ れ る 経 直 腸 用 超 音 波 探 触 子 で あ る 。 図 中 左 側 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る
部 分 で あ り 、 右 側 が 術 者 が 握 る 部 分 で あ る 。 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ ２ は 、 略 円 筒 と
、 こ の 円 筒 先 端 に 略 半 球 を 結 合 さ せ た 棒 形 状 を 有 し て い る 。 挿 入 部 １ ２ の 表 面 に は 超 音 波
振 動 子 が 配 列 さ れ た 振 動 子 ア レ イ １ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 振 動 子 ア レ イ １ ４ は 、 挿 入 部 １
２ の 円 筒 部 分 側 面 に 、 挿 入 部 の 中 心 軸 １ ６ に 平 行 に 配 置 さ れ た 側 方 部 分 １ ４ ａ と 、 先 端 の
半 球 部 分 に 、 側 方 部 分 １ ４ ａ か ら 連 な っ て 挿 入 方 向 前 方 へ 回 り 込 む よ う に 配 置 さ れ た 前 方
部 分 １ ４ ｂ か ら 構 成 さ れ る 。 側 方 部 分 １ ４ ａ と 前 方 部 分 １ ４ ｂ は 、 一 つ の 平 面 内 に 存 在 し
、 こ の 平 面 は 、 挿 入 部 の 中 心 軸 １ ６ を 含 む 平 面 と な っ て い る 。 振 動 子 ア レ イ の 前 方 部 分 １
４ ｂ は 、 側 方 部 分 １ ４ ａ か ら 連 な り 、 中 心 軸 １ ６ に 達 す る 位 置 ま で 回 り 込 む よ う に 位 置 し
て い る 。 ま た 、 前 方 部 分 １ ４ ｂ は 、 中 心 軸 １ ６ 上 の 側 方 部 分 １ ４ ａ の 端 と 同 位 置 に 中 心 を
有 す る 円 弧 上 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
振 動 子 ア レ イ の 側 方 部 分 １ ４ ａ は 直 線 状 に 配 列 さ れ た 振 動 子 よ り な り 、 側 方 断 面 １ ８ の 断
層 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 前 方 部 分 １ ４ ｂ は 、 円 弧 状 に 配 列 さ れ た 振 動 子 よ り な り 、 略
扇 形 の 前 方 断 面 ２ ０ の 断 層 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 振 動 子 ア レ イ の 側 方 部 分 １ ４ ａ と 前
方 部 分 １ ４ ｂ は 連 続 し て 配 列 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 側 方 と 前 方 に 、 連 続 し た 断 面 １ ８ ，
２ ０ の 断 層 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
挿 入 部 １ ２ は 、 シ ー ス ２ ２ 内 に 納 め ら れ て お り 、 シ ー ス ２ ２ と 挿 入 部 １ ２ の 間 は 、 音 響 イ
ン ピ ー ダ ン ス の 整 合 を 図 る た め の 音 響 整 合 材 、 例 え ば ひ ま し 油 な ど で 満 た さ れ て い る 。 挿
入 部 １ ２ に は モ ー タ ２ ４ が 結 合 さ れ て お り 、 こ の モ ー タ ２ ４ に よ っ て 挿 入 部 １ ２ は 、 中 心
軸 １ ６ 周 り に 回 転 さ れ る 。 モ ー タ ２ ４ に よ り 挿 入 部 １ ２ が 回 転 さ れ る と 、 こ れ と 共 に 振 動
子 ア レ イ １ ４ も 回 転 さ れ 、 側 方 断 面 １ ８ お よ び 前 方 断 面 ２ ０ も 中 心 軸 １ ６ 周 り に 回 転 す る
。 ま た 、 モ ー タ ２ ４ の 回 転 軸 と 同 軸 に 、 モ ー タ の 回 転 角 を 検 出 す る エ ン コ ー ダ ２ ６ が 備 え
ら れ て い る 。 ま た 、 モ ー タ ２ ４ は 術 者 が 握 る グ リ ッ プ ２ ８ 内 に 設 け ら れ て い る 。 グ リ ッ プ
２ ８ の 後 端 に は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ が 接 続 さ れ て お り 、 こ の ケ ー ブ ル ３ ０ に よ っ て 超 音 波 診 断
装 置 本 体 と の 接 続 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 前 述 の 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 振 動 子 ア
レ イ １ ４ の 各 振 動 子 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ３ ２ の 送 受 信 部 ３ ４ に 接 続 さ れ て お り 、 送 受
信 部 ３ ４ に よ り 超 音 波 の 送 受 信 に 係 る 駆 動 制 御 が 行 わ れ る 。 受 信 信 号 は 信 号 処 理 部 ３ ６ に
送 ら れ 、 処 理 さ れ た 受 信 デ ー タ は 記 憶 部 ３ ８ に 一 旦 記 憶 さ れ る 。 記 憶 さ れ た 受 信 デ ー タ に
対 し 、 必 要 に 応 じ て 画 像 処 理 部 ４ ０ に て 、 画 像 形 成 に 係 る 処 理 が 行 わ れ 、 表 示 部 ４ ２ に 送
ら れ て 表 示 が 行 わ れ る 。 ま た 、 送 受 信 部 ３ ４ 、 信 号 処 理 部 ３ ６ お よ び エ ン コ ー ダ ２ ６ は 、
制 御 部 ４ ４ に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 述 の よ う に 挿 入 部 １ ２ を 回 転 さ せ る こ と で 、 そ の 周 囲 の ３ 次 元
超 音 波 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 制 御 部 ４ ４ よ り エ ン コ ー ダ ２ ６ に 制 御 信 号 を
送 信 し 、 モ ー タ ２ ４ を 回 転 さ せ つ つ 所 定 角 度 ご と に 、 送 受 信 部 ３ ４ に 対 し て 超 音 波 の 送 受
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信 を 行 わ せ る 。 受 信 さ れ た 信 号 は 、 信 号 処 理 さ れ そ の と き の モ ー タ ２ ４ の 回 転 角 度 と 共 に
記 憶 部 ３ ８ に 記 憶 さ れ る 。 所 定 角 度 ご と に １ 回 転 に わ た っ て 得 ら れ た 断 層 画 像 を 処 理 す る
こ と に よ っ て 、 ３ 次 元 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ は 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ に よ っ て 得 ら れ る ３ 次 元 画 像 の 範 囲 を 模 式 的 に 示 し た も の で あ
る 。 超 音 波 探 触 子 １ ０ に 備 え ら れ た 振 動 子 ア レ イ の 側 方 部 分 １ ４ ａ に よ っ て 、 中 心 軸 １ ６
を 軸 と し た 円 柱 状 の 範 囲 の ３ 次 元 画 像 の 範 囲 で あ る 円 柱 部 ４ ６ を 得 る こ と が で き る 。 ま た
、 振 動 子 ア レ イ の 前 方 部 分 １ ４ ｂ に よ り 得 ら れ る 探 触 子 の 挿 入 方 向 の 、 半 球 状 の 三 次 元 画
像 の 範 囲 で あ る 半 球 部 ４ ８ が 得 ら れ る 。 よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ を 用 い る こ と に よ り 、
円 柱 部 ４ ６ と 半 球 部 ４ ８ を 接 合 し た 範 囲 の ３ 次 元 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 上 の 実 施 形 態 に お い て は 、 振 動 子 ア レ イ １ ４ の 側 方 よ り 回 り 込 ん だ 前 方 部 分 １ ４ ｂ は 、
中 心 軸 １ ６ ま で ９ ０ 度 、 円 弧 状 に 回 り 込 む よ う に 配 置 さ れ た が 、 必 要 な 断 層 面 の 範 囲 を 得
る こ と が で き る の で あ れ ば 、 回 り 込 む 角 度 は ９ ０ 度 未 満 で あ っ て も 、 中 心 軸 １ ６ 上 に 中 心
を 持 つ 円 弧 上 に 配 列 さ れ な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 探 触 子 の 測 定 対 象 物 内 へ の 挿 入 方 向 に 対 し て 側 方 に 断 層
画 像 を 得 る た め の 超 音 波 振 動 子 の 列 で あ る 側 方 部 分 と 、 こ の 側 方 部 分 か ら 挿 入 方 向 の 前 方
に 回 り 込 む よ う に 配 置 さ れ る 前 方 部 分 と か ら な る 振 動 子 ア レ イ を 有 し て い る 。 こ れ に よ り
、 探 触 子 の 側 方 か ら 前 方 へ 回 り 込 む 、 連 続 し た 、 広 い 範 囲 の 断 層 画 像 を 得 る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の 超 音 波 探 触 子 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 の 超 音 波 探 触 子 に よ り 得 ら れ る 画 像 範 囲 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 超 音 波 探 触 子 、 １ ２ 　 挿 入 部 、 １ ４ 　 振 動 子 ア レ イ 、 １ ４ ａ 　 側 方 部 分 、 １ ４ ｂ 　
前 方 部 分 、 １ ６ 　 中 心 軸 、 ２ ４ 　 モ ー タ 、 ２ ６ 　 エ ン コ ー ダ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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